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内容の要旨および審査の結果の要旨
モルモットを用いてアレルギー性鼻炎モデルを作成し，アレルギー性鼻炎に関するサブスタン
スＰ（substanceP，ＳＰ）の関与を検討した。ハートレー系モルモットに，卵白アルブミン
（ovalbumin，ＯＡ）を抗原として２週間隔で２回腹腔内投与し，２１日目からＯＡを吸入させ，モ
デルを作成した。また，知覚神経を変性させＳＰを枯渇させる作用を有するカプサイシンを腹部
皮下に注入し，その後に感作を行って作成したモデルにおいて，鼻症状，鼻粘膜の細胞間隙の透
過性，ＩｇＥ産生についてカプサイシンを投与していないモデルと比較した。鼻粘膜の細胞間隙の
透過性にはhorseradish-peroxydase（ＨＲＰ）をトレーサーとして用いた実験を行い，ＩｇＥ産生
の評価には受身皮膚アナフィラキシ-（passivecutaneousanaphylaxis，ＰＣＡ）を行った。吸入感
作の際に２群をさらにヒスタミンの点鼻の有無で２群にわけ，ＳＰとヒスタミンとの関係も併せ
て検討した。得られた結果は以下の如く要約されろ。
(1)ＳＰ存在群と非存在群の間では症状に明かな解離を認め，ＳＰ消失群にヒスタミンを点鼻し
ても症状は増強を示さず，アレルギー性鼻炎モデルにおける鼻症状は，主としてＳＰ陽性知覚神
経によって起こると考えられた。（２）吸入感作のみを行った群では細胞間隙の透過性冗進は吸
入感作開始３日目から認められたが，ＳＰ消失群にヒスタミンを点鼻しなかった群では，透過性
の冗進は観察期間を通して認められず，ＳＰ消失は透過性冗進に抑制的に働くと考えられた。ま
た，ＳＰ存在下にヒスタミンを点鼻した群は１日目から冗進が認められる一方，ＳＰ消失群にヒ
スタミンを点鼻した群では３日目から冗進が認められた。しかし透過性の冗進は前者と比較して
有意に低かった（ｐ＜００５）。このことからヒスタミンも細胞間隙の透過性を冗進させる作用を有する
が，ＳＰが存在しない状態ではその作用は減弱すると考えられた。（３）ＳＰが消失したモルモ
ットのＰＣＡ価は低く，ＳＰ存在群との間に有意差を認めた（ｐ＜005）。ＳＰ消失群のうち，
ヒスタミンを点鼻した群としない群では鼻粘膜の透過性は常に前者が高く，両者間に有意差を認
めるものの（ｐ＜０．０５），ＰＣＡ価には常に有意差を認めないことから，ＳＰ消失によるＰＣＡ価
の低下は細胞間隙透過性以外の機序が考えられた。このように，ＳＰあるいはＳＰ陽性知覚神経
は吸入感作におけるＩｇＥ産生に対しても強く関与していろ。
以上，本研究は，知覚神経がアレルギー性鼻炎の症状，進行に深く関わっていることを明らか
にしたものであり，アレルギー学，鼻科学に寄与する価値ある論文と評価された。
－３１－
